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そしてNrf2を恒常的に蓄積しているKeapl (Kelch･1ike ECH associating protein 1)ノックダウン
マウス(KeapI BTマウス)を使用し､それぞれのマウスが有する転移性肺腫癌に対する感受性を検討
した｡更に､ T細胞抑制機能を有する骨髄由来抑制細胞(Myeloid Derived Suppressor Cells;
MDSCs)を､担癌マウス骨髄よりFluorescence-Activated Cell Sorter (FACS)を用いて分離し､






























ス､さらに恒常的Nrf2蓄積をみるKeapl (Kelch･like ECH associating protein 1)ノックダ
ウンマウス(Keapl uDを使用し､転移性肺腫癌に対する感受性を検討した.
② T細胞抑制機能を示す骨髄由来抑制細胞(Myeloid Derived Suppressor Cells; MDSCs)を､









②担癌Nrf2 ･/･マウスMDSCsのROS蓄積の事実は､ Nrf2 I/,マウスでは腫蕩傷害性T細胞機
能抑制の可能性を示唆する｡
を明らかにし､宿主肺Nrf2活性が新規宿主癌転移抑制遺伝子であり､宿主免疫系細胞Nrf2機
能活性化が癌転移治療の有望な選択肢であることを示した点で優れている｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める｡
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